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　Abstract :　For the purpose of finding the differences in the microclimate within the different

type ゛i「wlhouses under the hoticukural purpose facilities covering the same floor space. the tests of

the ８１１temperature･ ground temperature･ humidity and light intensity within the five different type

vinyl houses were conducted in January-February months in 1959 and 1970. The test results are

summarized as follows :

　田　In the cases of the vinyl houses higher in the heat retaining ratio （“Floor space of the hor-

ticultural purpose facilities”:“Total area covered with vinyl 61m”). an average （if the air temperatures

recorded at several stations within the respective vinyl houses stood at higher temperature by around

0.6°Ｃ to 2.5°Ｃ in the night and at higher temperature by around 2.8゜Ｃ to 4.7°Ｃ in the daytime.

Even in the cases of vinyl houses higher in the heat retaining ratio, when their frontages were

narrow, they were lower in the heat retaining efSciency because of the cold coming from the sides

of the sides of the vinyl houses.

　(2) As to the ground temperature, the tendency similar to that found in the air temperature was

observedj i. e｡the ground temperature in the vinyl houses higher in the heat retaining ratio stood

at higher temperature by around 1.1°Ｃ in the night and at higher temperature by around 2. 0°Ｃin

the daytime.　　　　　　　　･･

　(3) As to the humidity, the tendency opposite to that found in the air temperature was observed.

　14) Light intensity in the vinyl houses was closely related to the height of their ridges. The ljght

intensity in the vinyl houses lower in the height of their ridges was stronger by around 3.1 Klｕχ｡

　(5) Viewed from the test results seen in Reports l and 2, it is desirable to design so that the

heat retaining ratio may become higher, the available vinyl houses may have wider frontages, and

their inside measurement may be minimized; and at the same time. it is ａ matter of prime necessity

to give full consideration so that the height-of the ridges of the available facilities may become

lower as far as possible and their floor space may be expanded widely as far as possible, taking

due consideration of the crop items. cultural patterns! areal features and the available materials.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　施設園芸において，ハウスの型式と微気象に関する基礎的な研究の必要を感じ，第１報で型式を

異にした容積の'同じハウス内の微気象について報告したが，本報では施設面積を同じくしたハウス

について，気温，地温，湿度，照度について調査をしたものである。
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　　　　　　　　　　　　実　　験　　方　　法

　本調査は高知大学農学部付属農場において, 1969･ｙ70年の１～２月の寒冷期に気温の水平的・垂

直的分布を，湿度，照度は地表面で，地温は地表面下で定時・定点の測定を行なったものである。

(,文中の○内数字はハウス番号を，表のステーションのＵは上部，Ｌは下部を示す。)

　供試ハウス

　Fig. 1. のような南北の単棟５棟を，施設面積を6.48 m2 にして，ハウスの型式を①・②は間口

を，③・④は棟高を，⑤は奥行を異にし，屋根の勾配は嗇，天窓をつけず，測定のための出入ロ

は，巾0.6 m,高さ0.6～1.0mの開戸を南妻に設けた。

　ハウス骨材には３Ｃｍの角材と厚さ1.５ Ｃｍ，巾７Ｃｍのヌキ材を用い，ビニールフィルムは無滴

透明で，厚さ0.075 mmを用い，すべて一重張りとした。

　ハウスの周囲は十分開放し，各ハウス間隔を2.5mに･して，通気・日照に支障のないようにした。
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Fig. 1. Drawing to show vinyl

Ｉ

Ｔ

０
　
７
よ
○

大乱

□
］
ぬ

house

　
５
Ｔ

０
　
Ｈ

白
」
比
0.3

types.

０
．３

　
　
　
　
÷
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
Ｊ

ｏ
　
　
　
　
　
口
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

０
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　

↓

Ｉ

７
　
２
Ｌ
Ｌ
卜
上
Ｔ
Ｊ
Ｉ

ｒ
－
　
　
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　　　　　　　　　　　Fig. 2. Map to show the thermometricstatfons.

　測定方法

　温度分布の測定はFig. 2.のとおりで，測定器具は12点式電子管式温度記録計と，12点式サー

ミスター温度計を用いた。測点は，東・西・南・北はサイドからそれぞれ0.3m内側を，地表面よ

り0.3mを下部，それより0.2mの上を上部の測点とし，中央は地表面より0.3mを下部，それより

0.4mの上を上部の測点とし，合計10ケ所を測定した。



87

　地温は棒計を用い，中央部地表面下5 cml’のところを，湿度は乾湿度計を，照度は東芝５号照

度計を用い，中央部地表面上｡で測定をした。

　測定時刻は日没後の19時～22時，夜明け前の５時30分～７時30分，日中の９時｡｀12時・15時とし

て５回の定時測定を行なった。

　成績の整理は測定期間中の気象条件がおおむね同じような日の成績を選び，夜間は７日間，日中

は５日間の測定の平均値をもって結果をまとめたものである。TableのＵは上部，Ｌは下部，Ｃ

は中央部，Ｗは西，Ｅは東，Ｎは北，Ｓは南の各測点を示す。　　　　グ

　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果および考察　　　　　　　，

　ハウス内各測点の総平均気温を比較すると, Table 1. ～Table 5.のように，19時で④0.1°Ｃ

＞③0.3°Ｃ＞②0.3°Ｃ＞①1.8°Ｃ＞⑧となっており，④と①の差が0.7°Ｃで，④と⑤の差はさらに

大き<2.5°Ｃ④が高＜なっている。また６時でも④0.1°Ｃ＞③0.4°Ｃ＞②0.1°Ｃ＞①1.5°Ｃ＞⑥とな

って，④と①の差が0.6°Ｃで，④は⑥より2.1°Ｃ高くなっている。日中についてみると，④0.9°Ｃ～

1.6°Ｃ＞③0.1°Ｃ～0.7°Ｃ＞②0.1°Ｃ～0.6°Ｃ＞①0.4°Ｃ～3.3°Ｃ＞⑤となっており，④は⑤より９時

で2.8°C, 12時で4.7°C, 15時で4.7°Ｃ高くなっている。これをみると，④・③が①・②より各測定

時において高くなっているが，これは保温比が④0.41 ･③0.351 ･②0.327 ・①0.271となっている

ためであると考えられる2'･3)。⑤は保温比が0.276となっており，①とほとんど同じであるのに①

より気温が低いのは，ほかのハウスより保温比が小さく，そのうえ間口が狭いために，サイドから

の冷えこみが大きくなったためではないかと考えられる。

　棟高をみると，④0.75mく③・④・⑤1m・①1.5mとなって，棟高の高低と，保温比の大小によ

って，明らかに気温の差があらわれている。

　ハウス内外の気温の逆転がときおり観測された報告かおるがｏ･5゛･6'，本実験においても，⑤の19

時・６時の測定時に気温の逆転が観測された。　　　　ｓ

　地温についてみると，第１報の観測と同じ結果がみられ，おおむね気温の測定結果と同じ傾向が

あらわれた7)。すなわち５回の測定の平均地温の差が，④0.5°Ｃ＞③0.8°Ｃ＞②0.3°Ｃ①0.5°Ｃ＞⑥

となっており，④は⑤より2.1°Ｃ高くなっている。・

　湿度についてみると，気温の測定結果に対して逆の傾向がみられた。 8.｀･9'すなわち④66.6^^<②

69.1％く①71.0％く③71.1％く⑧72.4^となって，④と⑤の差か5.8％となっている。

　照度についてみると，９時・12時・15時の平均が，④＞③＞②＞①＞⑥となって，④と⑥の差が

３．１KLUX くらい⑤が低い。④の照度の高いことは棟高が低いため，ビニールと照度計の測定位

置である地表面の距離がほかのハウスより接近しているために光線の透過をよ｡くしたことによるも

のと考えられる。 1o)

　つぎに各ハウスの内容積は第６表のとおりで，④く⑤く③く③く①となって，これを気温の測定

結果と比較すると，⑥を除くと，ほかのハウスは同じ傾向がみられた。⑤はサイドよりの冷えこみ

が多いことにより，内容積は小さいが気温か低くなっている。

‾へ
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Light
intensity
　　　KLUX

19.0

21.0

21.2

21.5

18.0

Ｔａｂ】ｅ ３． Ｔｈｅｒｎｉｏｍｅtｒic table 9:00 Oｕt ｄｏｏｒ　aiｒ tｅｍｐｅｒａtｕｒｅＶｌ.5°Ｃ
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19.4　20.8　20.9　18.8　21.3

19.0　20.3　21.4　18.7　21.3

19.9　19.7　19.7　21.0　21.8

20.4　19.3　19.2　20.7　21.4

22.0　21.3　20.4　21.5　20.6

21.8　20.8　20.4　21.3　20.2

23.2　22ご6　22.8　22.7　22.1

23.0　22.4　22.5　22.7　22.0

20.5 19.9‘ 20.0 21.0 18.6

20.6　19.6　19.8　20.9　17.3

The mean
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TａＵｅ ４. 　Ｔｈｅｒｍｏｍｅtｒic table12:00 Oｕt ｄｏｏｒ　aiｒ tｅｍｐｅｒａはｒｅＵ.S°Ｃ
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　28.9　32.1　33.2 "31.0　32.2

　28.2　29.7　30.8　28.9　30.9

　31.2　31.4　31.7　31.6　30.5

　30.5　31.2　31.1　31.5　29.5

. 33.6　32.1　30.9　31.1　31.8

　33.2　27.2　29.9　30.1　31.3

　32.3　32.0　30.4　32.1　33.4

　31.5　32.5　29.5　32.0　32.9

　28.3　27.1　27.5　29.8　28.0

　26.1　26.0　25.6　28.6　26.1

The mean

temperature
　　　　　　°Ｃ

30.6

31.0

31.1

32.0

27.3

Ground
temperature
　　｡゜Ｃ
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　15.9
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17.8

18.5

15.8

Humidity

66.0

75.0

63.0

50.0

52.0

比‰
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26.0

27.0

28.5

24.0
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Table. 5. Ther。zａ。etriごtable 15:00 Oｕt ｄｏｏｒaiｒ tｅｍｐｅｒａtｕｒｅＵ.3°Ｃ

　　　　　　Ｏｕt ｄｏｏｒlight intｅｎｓiり26.3尺£びχ。
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28.1　30.2　32.7　29.2　33.4

27.6　30.1　32.8　28.0　33. 1

28.5　36.0　29.0　34.5　28.4

28.0　36. 1　28.7　34.3　27.5

33.3　32.6　30.5　30.1　32.8

32.8　32.4　30.2　29.8　32.5

32.2　34.9　33.0　32.9　33.5

31.6　34.5　32.5　32.3　32.5

28.2　29.8　28.0　31.2　26.2

27.9　29.1　27. 7　31.3　25.6
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　　　KLUX

21.0･

21.5
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⑤
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0.410　　0.276

1.02　　1.135
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　型式を異にした同施設面積のビニールハウス内の微気象の差異を調べるために, 1969～70年の１

～２月に型式を異にした５棟のハウス内の気温・地温・湿度・照度について測定をした。

　Ｄ　ハウス内各測点の総平均気温は，保温比（施設床面積：ビニール延面積）の大きいハウスが

夜間0.6°Ｃ～2.5°Ｃ，昼間2.8°Ｃ～4.7°Ｃくらい高い。また保温比の大きいハウスでも，間口の狭い

ハウスは，サイドからの冷えこみのため保温効率か小さい。

　2）地温は気温と同じ傾向がみられ，保温比の大きいハウスが夜間1.1°Ｃ，昼間2.0°Ｃくらい高

い。
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　3）湿度は気温と逆の傾向がみられた。

　０　照度は棟の高低と関係があり，棟の低いハウスが3.1 KLUXくらい高い。

　5）以上第１報，第２報の結果から，保温比を大きく，間口を広く，内容積を小さくし，作目，

栽培様式，地域性，資材などの点を考えて，なるべく棟高を低く，施設面積を広くするよう基本的

に考えるべきであろう。
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